
















































































































































































































































































































































































































(4) 李開元「前漢初年における軍功受益階層の成立ー『高帝五年詔』を中心としてJ(W史学雑誌』第99編 1号 1990)。
(5) W史記』巻92 准陰侯列伝。
(6) W史記』巻 7 項羽本紀。
(7) W三国志』巻 6 j'lJ表伝注引『伸子』。
(8) W三国志』巻42 来敏伝。
(9) 拙稿「漢秦之際的汝頴名士J (W歴史研究~ 1991年第5期)参照。
(10) W三国志』巻42 安黙伝。
(11) W後漢書』巻 74 劉表伝。
(12) W芸文類緊』巻 38礼部上引王祭『荊州文学記官志』。なお「記Jの字は祈字と思われる。
(13) 唐長掃「漢末学術中心的南移与荊州学派J(谷川道雄編『日中国際共同研究 地域社会在六朝政治文化上所起的作用~ 1989 
所収)139頁。






























っている(霞森「中国史における貴族制研究に関する覚書JW名古屋大学東洋史研究報告~ 7号、 1981参照)。 し
かし、華北を中心とする士大夫相互のネットワークの形成過程、彼らの文化的なヘゲ、モニーの確立課
程についての具体像は今ひとつ明確になっていないように思われる。そうした点においても胡氏の指
摘は考慮すべきであろう。さらに、南陽を核とする荊州地域の学問を中州の範囲に含めて考えるとい
う点は、荊州士人を多く含む萄政権の成立基盤を考える上でも示唆に富む見解といえよう。
ただ、日本において地域研究という場合の「地域」のと本稿で胡氏が使う「地区Jr区域J(原文
表記)との聞にはその定義において必ずしも一致しないところもある(地域の概念については麗森「中
国史における「社会」と「人間」の把握をめぐってJW中国一社会と文化-~ 7号、 1992等参照)。また、胡氏
は訳者に対し、その流れを概観する所に力点を置いたため、細部において説明不足の箇所もあると言
っておられた。しかし、本稿に示された見解が古代史研究会で公にされた際、氏の独創的な意見に対
し、出席者から様々な質問が出され、議論が盛り上がった。終了後、霞森のもとに当日出席していた
一部の方からその講演原稿を翻訳して、日本の学会に対して紹介してはどうかとの意見が寄せられた。
こうした経緯からみても、本稿を翻訳しておくことは、今後の日中学術交流の出発点として有意義で
あると思われる。そこで、胡宝国氏に本論文の公開をお願いし、翻訳について承諾いただいた次第で
ある。翻訳に当たっては徳島大学総合科学部4年生城戸久枝が(一)を、徳島県立城西高校教諭末崎
澄香が(二)を担当し、蔭森が訳文を校訂し、解題をつけた。なお、く〉で示した部分は訳者が補っ
たものである。
(蔭森健介)
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